





STOCHASTIC APPROACH ON AE ACTIVITY OF CONCRETE 
山田 和夫
Kazuo YAMADA 
ABS~品4.CT In也isstudy， the stochastic theory was applied to explain也記 AEactivity. Following 
results were obtained in this study: 
1) Accumulative AE events obtained by concrete and mort紅 specimensunder the continuous 
bending loading increase with increasing the loading level. 
2)百letransition probability related to AE acti吋tyis constant independent of a time， but generally 
increas邑swith increasing the loading level. 
3) The predictions calculated by using the theoretical equation on AE activity proposed in this 



























P(he xp{-I;μ 川 t}
. (1) 




1 og {P(t)} =-S~ μ川 t
(2 ) 
従って、 AEの非発生確率P(t)の対数と時刻tと















(ob/fb)が、0.4，O. 5， O.6， O.7， O.8およびO.9の6






































































設定応力累積AE 曲げ強度圧縮強度脆度 設定応力累積AE 曲げ強度圧縮強度脆度
料 レヘ.Jt (出〉イヘット数 (kg/c田')I(kg/c田')係数 レヘ・JH耳)イヘ・ント数 (kg/cm')I(kg/c四')係数
40 (39) 215 57.9 370 6.39 40 (39) 17 50.2 40 7.97 
50 (56) 238 50.3 375 7.46 50 (48) 108 51. 4 38 7.55 
コ 60 (62) 60 (57) 152 59.7 421 7.05 148 47.2 392 8.31 
70 (64) 269 62.1 372 5.99 70 (79) 235 43.1 358 8.31 
80 (87) 7 52.0 348 6.69 80 (98) 925 41. 6 33 8.00 
90 (95) 106 54.1 390 7.21 90 (90) 69 48.4 377 7.79 
平均 ーー一世ー- 56.0 379 6.80 平均 ーーーーーー 47.0 375 7.99 
40 (35) 70 68.8 370 5.38 40 (41) 17 57.5 370 6.43 
50 (41) 80 70.8 347 4.90 50 (44) 45 66.7 40 6.00 
60 (60) 130 58.0 423 7.29 60 (59) 36 58.9 369 6.26 
70 (60) 25 67.0 432 6.45 70 (68) 250 60.0 353 5.88 
80 (74) 38 64.2 423 6.59 80 (81) 37 58.1 351 6.04 
90 (77) 521 67.8 421 6; 21 90 (94) 656 57.1 359 6.29 
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実験値
目標章E荷 怨 G目4 口 0.6 a 0.8 




目標裁荷 ~ 0，4 ~_o 0.6 - 0.8 
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図-7 遷移確率(m)と載荷応力レベル(σb/f b)との関係(モルタル)
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p(σ) = 1 -exp {ー 一一一一一一一 σD+l}






























































a =3.21 X 10-¥4 
b =4.61 
c = 10336 




















!j) 1∞ 0- 田
応力レベル(%) 応力レベル(%)
( a )コンクリー卜 (b)モルタル
式(9)を用いた場合の累積AEイベント数と応力レベルとの関係の一例
a =5.20X 10-8 
bニ2.47
c =7337 









: b =4.63 
~ c = i0340 














N=C' VA ・ex p (B . V) 
(10) 
ここに、 V:相対応力レベル (σ 。fc XIOO%)、
A， BおよびC:実験定数圃
による計算結果も併示しである。図によれば、理論式
中に式(9)に示すような載荷初期のおける雑音の項
を取り入れることによって、理論式の表示性能は格
段に向上することがわかる。表-4は、図-9に示
した実験結果に対して式(9)中の定数bおよび式(1
0)中の定数Aの値を算定した結果の一覧である。式
(9 )中の定数bは、その数値が大きくなるほど低応
力レベルにおけるAEの発生確率が高応力レベルと
比較して相対的に小さくなり、 AEが高応力レベル
で集中的に発生するようになり、また逆にb値が小
さくなるほど高応力レベルに比べて低@中応力レベ
ルにおけるAEの発生が相対的に活発化することを
示す。一方、式(10)によって表されるAEの発生確
率は、式中の定数Aが正のときには低応力レベルで
大きく、かっ応力レベルの増大とともに減少するが、
定数Aが負のときには逆に低応力レベルにおけるA
Eの発生確率が小さく、応力レベルの増大とともに
AEの発生確率が大きくなる性質を有している。こ
の表によれば、コンクリートおよびモルタルの圧縮
試験によって得られたb値は、それぞれ4.63および
2.47、またこれらの試験体に対するA値は、それぞ
れす.91およびO.43となっており、式(9)および式(1
0)いずれの式を用いても、これらの試験体の場合に
は、コンクリートよりもモルタルの方が相対的に低
応力レベルからAEが活発に発生していることを予
測している。
4白結論
本研究では、 AEの発生挙動を確率論的な観点、か
ら実験的および理論的に一連の検討を行った。本実
験によって得られた結果をまとめると、およそ次の
ようになる。
1)持続荷重を受けるコンクリートおよびモルタル
で発生するAEの累積イうント数は、一般的に
載荷応力レベルが大きくなるほど増加する。
2) AEの発生挙動を支配する遷移確率は、一般的
に時間には依存しないが、載荷応力レベルが大
きくなるとともに増大する性質を有する。
3)初期載荷応力レベルで発生する雑音の影響を考
慮に入れた式(9)を用いることによって、 AE
の発生挙動をかなりの精度で評価することがで
きる。
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